
　

元
々
、生
物
の
教
師
だ
っ
た
德
田
憲
一
郎
先
生
は
、現

任
校
で
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
化
学
を
学
び
直
し
た

際
、
自
身
の
学
び
方
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
に

気
づ
い
た
。そ
し
て
、現
任
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
か
ら
、

進
路
指
導
部
長
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
授
業
づ
く
り
を
研
究
し
、生
徒
が
活
動

長崎県・私立長崎南山中学校・高校
◎校訓「高い人格」「広い教養」「強い責任感」
を具体化する教育活動として、リーダーシップ
教育に力を入れる。タブレット端末を全生徒
に配布し、ICT 教育を推進。生徒自身にタブ
レット端末使用のルールづくりや活用法につ
いて考えさせる研究も進めている。
◎設立　1940（昭和15）年
◎形態　全日制／普通科／男子校
◎生徒数　１学年中学校約 60人、高校約
250人
◎２０１8年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、筑波大、広島大、長崎大、大分
大、長崎県立大などに44人が合格。私立大は、
上智大、早稲田大、南山大、同志社大、立命
館大、西南学院大などに延べ176人が合格。
◎URL

長崎県・私立長崎南山中学校・高校
德田憲一郎　とくだ・けんいちろう　

教職歴１０年。同校に赴任して８年目。
進路指導部キャリア探究課主任。理科（化学）担当。
２０１３年度から本格的にアクティブ・ラーニングに取り組む。

http://www.n-nanzan.ed.jp/

14:10 前時の復習・本時の目標設定 授業
ハイライト

毎
授
業
行
う
目
標
設
定
と

振
り
返
り
を
通
じ
て
、

自
分
の
学
び
方
を
確
立
さ
せ
る

德田先生は、本時の課題について、前時の問題プリントに
引き続き取り組み、それができたら次の問題プリントに進
むよう伝えた。そして、各自で前時の振り返りを読み、本
時の目標を立てるよう促すとともに、「前回の授業で、私
の解説とは別の方法で解いているよい解法もありました。
そういった違いも考えてみてください」と伝えた。

●
２
年
生「
化
学
」で
、「
溶
液
」に
つ
い
て
学
ぶ
全
７
時
間
の

う
ち
の
５
時
間
目
。前
時
に
続
い
て
、炭
酸
水
の
入
っ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
圧
力
を
調
べ
る
問
題
プ
リ
ン
ト
に
、
前
時
と
は

違
う
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
だ
。
解
き
終
え
た
人
か
ら
次
の

プ
リ
ン
ト
に
進
ん
だ
。（
Ｐ
．41
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

化学

実践

自
分
の
学
び
方
を
確
立
し
た
、

自
立
し
た
学
習
者
を
育
成
し
た
い

德
田
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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を
通
し
て
自
ら
の
学
び
方
を
学
べ
る
よ
う
試
行
錯
誤
し

て
き
た
。今
、育
成
を
目
指
す
生
徒
像
と
し
て
掲
げ
る
の

は
、「
か
け
が
え
の
な
い
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

て
、生
涯
に
わ
た
っ
て
主
体
的
に
学
び
続
け
る
生
徒
」だ
。

　
「
私
自
身
、
大
学
時
代
に
友
人
と
協
力
し
な
が
ら
研

究
を
進
め
て
き
た
経
験
が
あ
り
、
学
び
に
は
他
者
と
の

つ
な
が
り
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
る
人
を
見
る
と
、
自
分
で

調
べ
た
り
試
し
た
り
と
、
自
ら
動
い
て
、
知
識
を
獲
得

し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
も
そ
の
よ
う
な
自
立
し
た
学
習

者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
考
え
や
、
授
業
を
通
し
て
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
力
、
学
び
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
プ
リ
ン
ト

（
図
１
）
を
、
年
度
当
初
に
生
徒
に
配
布
。
生
徒
が
明

確
な
目
的
を
持
っ
て
学
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

授
業
で
は
、
生
徒
が
自
身
の
学
び
方
を
習
得
で
き
る

よ
う
、
教
材
や
他
者
と
の
対
話
を
促
す
。
基
本
的
に
、

先
生
自
作
の
プ
リ
ン
ト
に
、
教
科
書
や
参
考
書
で
調
べ

た
り
、
グ
ル
ー
プ
で
教
え
合
っ
た
り
し
な
が
ら
取
り
組

み
、最
後
の
10
分
間
で
、「Classi

」（
＊
１
）の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
、
ど
の
よ
う
に
学
ん
だ
の
か
、
振
り
返
り
を
記

入
す
る
（
図
２
）。
次
の
授
業
で
は
、
そ
の
内
容
を
読
み

返
し
、
本
時
の
目
標
を
自
分
で
設
定
す
る
。

　
「
例
え
ば
、『
解
法
を
見
て
か
ら
解
い
て
も
理
解
が
十

分
で
は
な
く
、
人
に
説
明
で
き
な
か
っ
た
』な
ど
の
気

づ
き
を
書
く
生
徒
も
い
ま
す
。振
り
返
り
を
ｅ
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
に
残
し
、そ
れ
を
見
返
し
て
い
く
う
ち
に
ど

う
す
れ
ば
で
き
る
の
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、自
ら
動
く
必
要
性
に
気
づ
き
、
自
身
の
学
び

図１　「目標設定のポイント」「教科として身につけてほしい力」「社会に
出た時に必要とされる力」「学び方のポイント」をまとめたプリント。
＊学校資料をそのまま掲載。

図２　最初のうちは振り返りを書くことに戸惑う生徒も
いたが、振り返りフレームなどで足場かけを繰り返した
後、少しずつ足場を外していくと、10分間でも200字を
書けるようになっていった。また、振り返りの内容も具体
的になっていったという。德田先生が「ｅポートフォリ
オは、未来の自分へのメッセージ」というように、過去
の振り返りを読み、成長を実感できる場にもなっている。
＊学校資料をそのまま掲載。

14:20 14:15前時の続きに取り組む グループ学習開始

授業は、問題を各自で解き、その内容を德田先生に口頭で説
明し、それが合っていたら次の問題プリントに進むという方
法で進められた。そのため、生徒によって進度も解き方も異
なるが、その違いがあるからこそ学び合いが生まれる。ある
生徒は、解法の別解を考え出した生徒から説明を受けて理解
した解法を、他のグループの生徒に説明していた。

グループ分けのためのトランプを配布。その際、德田先生は、
「前時では机の配置が偏っていたので、配慮するように」と指
示した。「スタート」というかけ声でトランプの数字が同じ生
徒が集まり、机を動かしてグループ学習が始まった。德田先
生は、「前回の各グループの解き方は違うと思うから、まずそ
れをグループ内で共有してみて」と呼びかけた。

教
科
書
で
調
べ
た
り
、
生
徒
同
士
で
教
え

合
っ
た
り
、
解
き
方
を
自
分
で
見
つ
け
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊１　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。
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方
を
確
立
し
て
い
く
中
で
主
体
的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
す
。
自
分
に
最
も
合
う
学
び
方
を
学
び
、
生
涯
学
び

続
け
ら
れ
る
力
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

単
元
１
時
間
目
に
、「
主
体
性
の
芽
」
で
あ
る
「
自

身
か
ら
生
ま
れ
る
問
い
」
を
生
徒
自
身
が
作
成
す
る
質

問
づ
く
り
ワ
ー
ク
を
行
う
の
も
ポ
イ
ン
ト
だ
。
ワ
ー
ク

で
生
ま
れ
た
疑
問
を
自
ら
解
決
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、

主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
プ
リ
ン
ト
は
、「
単
元
の
核
」
を
つ
か
み
、

そ
の
核
か
ら
学
び
が
広
が
る
よ
う
、「
単
元
の
核
と
な
る

問
い
」「
探
究
課
題
」
で
構
成
し
て
い
る
。

　

授
業
中
、
德
田
先
生
は
教
室
を
回
り
、
生
徒
か
ら
の

質
問
に
答
え
た
り
、
気
に
な
っ
た
生
徒
に
声
を
か
け
た

り
す
る
。
多
か
っ
た
質
問
な
ど
、
全
員
に
伝
え
た
い
こ

と
は
黒
板
に
書
く
。
黒
板
は
全
員
の
共
有
の
財
産
と
し

て
お
り
、
生
徒
が
黒
板
に
書
き
な
が
ら
議
論
し
た
り
教

え
合
っ
た
り
し
て
い
る
と
い
う
。

　

グ
ル
ー
プ
は
、配
布
し
た
ト
ラ
ン
プ
が
同
じ
数
字
の

生
徒
同
士
で
組
ま
せ
、毎
授
業
変
え
る
。そ
う
す
る
と
、

各
メ
ン
バ
ー
が
得
た
解
き
方
は
異
な
る
た
め
、次
回
の

授
業
で
は
、前
時
の
グ
ル
ー
プ
で
学
ん
だ
解
き
方
を
説

明
し
合
う
と
い
っ
た
学
び
合
い
が
自
然
と
生
ま
れ
る
。

　　

解
答
は
個
人
で
行
う
が
、毎
回
グ
ル
ー
プ
を
組
ま
せ

る
の
は
、学
び
合
い
を
し
や
す
く
す
る
た
め
だ
。人
数
も

い
ろ
い
ろ
と
試
し
、３
〜
４
人
が
ベ
ス
ト
だ
と
分
か
っ
た
。

　
「
個
別
学
習
に
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、『
自
由

に
話
し
て
よ
い
』
と
言
っ
て
も
、
移
動
し
て
質
問
す
る

の
は
や
り
に
く
そ
う
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に
す
る
と
、

隣
や
前
に
座
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
と
話
が
し
や
す
く
、

解
き
方
を
ち
ら
っ
と
見
て
、
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
数
を
多
く
し
て
も
、
気
の
合
う
者
同
士
で
分

か
れ
て
し
ま
う
の
で
、
３
〜
４
人
と
し
ま
し
た
」

　

德
田
先
生
は
、
生
徒
の
会
話
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、

表
情
や
目
線
、
体
の
向
き
、
筆
箱
の
位
置
な
ど
、
生
徒

の
様
子
を
注
意
深
く
見
て
い
る
。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ

が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
様
子
が
見
ら
れ
た
ら
、
生
徒

同
士
を
つ
な
ぐ
よ
う
、
声
か
け
な
ど
を
す
る
。

　
「
あ
ま
り
話
さ
な
い
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
組
む
こ
と
に
も

な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
人
と
で
も
協
力
し
て
問
題
解
決

が
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
趣
旨
は
、
年
度
始
め
に
説
明
し
て
い
ま
す
」

　

德
田
先
生
の
授
業
ス
タ
イ
ル
で
は
、生
徒
は
疑
問
を

解
決
し
て
か
ら
次
に
進
め
る
た
め
、生
徒
間
で
理
解
度

の
差
が
小
さ
く
な
る
。今
回
の
ク
ラ
ス
で
は
、
平
均
点

６
割
を
想
定
し
て
作
問
し
た
定
期
考
査
で
、
平
均
点
が

８
割
に
達
し
、
７
割
以
下
の
得
点
者
は
い
な
か
っ
た
。

　
「
進
度
が
遅
れ
て
い
る
か
ら
と
家
で
取
り
組
ん
だ
り
、

模
擬
試
験
の
結
果
を
基
に
苦
手
分
野
を
分
析
し
て
勉
強

14:50

終了10分前、本時の振り返りを目標文字数200字で「Classi」
のポートフォリオに入力。「今日学んだことのうち、分かった
ことはどうして理解できたのか、分からなかったことはどう
したら理解できたのかなど、気づいたことを書こう」と德田
先生。「最初やったことを思い出して。集中していこう」と言
うと、白熱していた議論から一転して、黙々と入力していた。

14:30

次の問題は、蒸気圧降下、沸点上昇、凝固点降下の核をつか
むための身近なテーマを用いた内容だった。生徒は、教科書
や参考書、先生が配布したヒントのプリントなどを見ながら
問題に取り組んだ。教卓の上にある先生のパソコンに書かれ
た問題の解説を見ながら、議論し合う生徒たちもいた。德田
先生は、「あと10分」「あと5分」と随時残り時間を伝えた。

本時の振り返り 次のプリントに進む

目
線
や
体
の
向
き
な
ど
も
見
取
り
、

気
に
な
る
グ
ル
ー
プ
に
声
を
か
け
る

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

生
徒
間
で
理
解
度
の
差
が
な
く
な
り
、

自
分
の
学
び
方
を
確
立
し
て
い
く

成
果
と
課
題
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し
た
り
と
、自
分
で
学
習
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。そ
う

し
た
自
分
な
り
の
学
習
法
が
さ
ら
に
よ
く
な
る
よ
う
評

価
し
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
が
、
私
の
次
の
課
題
で
す
」

　

定
期
考
査
後
に
は
、そ
れ
ま
で
の
振
り
返
り
か
ら
自

身
の
学
習
法
を
見
直
し
た
り
、生
徒
同
士
で
相
互
評
価

を
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い

る
。他
者
の
視
点
が
入
っ
た
そ
う
し
た
振
り
返
り
を
、普

段
の
授
業
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
考
え
て
い
る
。

　

德
田
先
生
自
身
も
、
授
業
を
振
り
返
っ
て
改
善
点
を

メ
モ
し
、
そ
れ
を
基
に
次
の
授
業
で
修
正
し
た
り
、
年

度
途
中
で
も
方
法
を
変
え
た
り
し
て
い
る
。今
後
も
、生

徒
と
と
も
に
よ
り
よ
い
授
業
を
つ
く
っ
て
い
く
考
え
だ
。

𠩤
　

健
太
さ
ん
　
自
分
た
ち
で
見
つ
け
た

解
法
だ
と
定
着
し
や
す
く
、
自
分
な
り

の
問
題
の
解
き
方
が
確
立
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
毎
回
違
う
視
点
で
の
解
法
を
教

え
て
も
ら
え
る
の
が
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
後
で
問
題
が
解
け
な
く
な
っ
た
時
に
、
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
を
読
み
返
せ
ば
、
自
分
が
ど
う
や
っ
て
理
解
し
て

い
た
の
か
を
思
い
出
せ
て
、
同
じ
間
違
い
は
し
な
い
よ

う
に
と
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

藤
川
凜り

ん

人と

さ
ん
　
化
学
は
暗
記
科
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
德
田
先
生
の

授
業
を
受
け
て
か
ら
は
、
自
分
で
考
え

て
問
題
を
解
き
、
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
学
び
合
い
で
も
、
相
手
に
分
か
る
よ
う

簡
単
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
理
解
も

深
ま
り
ま
す
。
毎
回
振
り
返
り
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、

短
時
間
で
意
見
を
ま
と
め
る
力
も
つ
い
て
き
ま
し
た
。

単元の指導計画

【教科・科目】化学 　【分野・単元】溶液　【設定時数】全７時間の中の５時間目　
【単元目標】 溶液で起こる現象を身近な現象として捉え、現象の定義や公式を説明できるようになること。

時
数

学習
内容 身につけさせたい資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
質
問
づ
く
り

• 溶液の学習内容を俯瞰するとともに、主体性の芽となる
「問いをつくる力」を養う。

• グループワークを通して、他者の持つ視点を共有しなが
ら自らの問いを高める力を身につける。

• 振り返りで新たな気づきを生みながら、自ら批判的思考
を働かせて課題を設定する力を身につける。

• 問いをつくる過程で、どのような問いを持てばどのよう
な知識が得られるかを理解する。

【思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、協働性】

①トランプを用いてグループ分けを行
う。②教科書を読みながら疑問に思っ
たことをマインドマップシートに記入す
る。③出した疑問をワールドカフェ方式
でグループを変えて共有する。④元のグ
ループへ戻った後、もう一度問いを作成
する。⑤出した問いを「開いた問い」と「閉
じた問い」に分類する。⑥「開いた問い」
を「閉じた問い」に、「閉じた問い」を「開
いた問い」に変換する。⑦これまでに出
した問いの中から、「単元の核をつかむ
ために必要な問い」「自分が探究したい
問い」の視点で３つ選ぶ。⑧ Classi ポー
トフォリオに、学んだことや質問づくり
の過程で得たことを記入する。

【主体的な学び】
• 生徒自身が、質問づくりを通して、日頃

の学習においても常に自分に問いかけな
がら進める大切さを実感している。

• 単元ごとの Classi ポートフォリオを見返
すことで、前時の質問づくりで感じたこ
とを確実に次時の単元に生かせるように
なっている。

【深い学び】
• 質問づくりの時間は『例示するとその考

えに偏った問いをつくる』ため、例え話
をしない。

•「開いた問いと閉じた問いへの変換」を
行う際、その質問の性質の違いや、そこ
から得られる情報の重要性を語る。

【対話的な学び】
• 教師の視点が

入りすぎないよ
う、トランプで
ランダ ムにグ
ループを分け
る。

• グループで机
の配置を決め
る際、 周 囲に
配慮して置くよ
うに伝える。

•「授業は間違
う場であり、自
分の考えを表
現してよい」と
伝え、間違って
も振り返って修
正すればよいと
いう場の雰 囲
気をつくり、難
しい 課 題 にも
挑戦できるよう
にする。

• 授業が終わっ
た後も考えられ
るよう、 教 師
の説明及び解
答提示のタイミ
ングは生 徒自
身に選ばせる。

•「質問はいつ
でもどんなこと
でも 行ってよ
い。そのため
にこちらも勉強
している」と伝
え、 安 心して
課題に向かえ
る場をつくる。

• 生徒からの質
問には、 答え
を言わず、 教
科書のどこにど
のような記 述
があり、そこか
らどう考えるの
かという「学び
方」を提示し、
議論の活性化
につなげる。

※１、２、３、４、６、
７時間目も同様。

• ポ ー ト
フ ォ リ
オ評価

2
探
究
活
動

• 前時に自分が考えた問いと、それまでの経験や知識、教
科書の知識を「関連づける」力を養う。

• 問いに対して仮説を立てる力を養い、その仮説を実証す
るための情報を収集し、まとめる力を養う。

• 身近なものに疑問を持ち、化学という学問が実生活の中
にどう結びついているかを理解する。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、
協働性】

①前時の振り返りを読み返し、本時に解
決する問いをマインドマップシートで確
認する。②本時までに立てた仮説を基に、
教科書やインターネットを用いて情報収
集をする。③得た情報を整理して、自分
の考えをレポートにまとめる。

【主体的な学び】
•Classi ポートフォリオへの振り返りを以

下の視点のフレームを準備して行う。①
問いの設定は適切か。②探究活動で学ん
だ内容は何か。③分からなかったことは
何で、それはどのようにすれば分かった
か。④次に挑戦したいことは何か。

【深い学び】
• 振り返りを Classi ポートフォリオに書き、

次の授業や単元、家庭学習につなげるこ
とが学びを深めることを伝え、その振り
返りを、教師からのアドバイスや生徒同
士でアドバイスを送り合う相互評価を通
して、少しずつ時間を追うごとに深めら
れるようにする。

• ポ ー ト
フ ォ リ
オ評価

• レ ポ ー
ト評価

3

希
薄
溶
液
の
性
質

• 濃度の概念を理解した上で、「固体の溶解度と気体の溶
解度の違い」を比較しながら、実生活における問いを探
究する力を養う。

• 蒸気圧降下・沸点上昇・凝固点降下の内容を関連づけ、
化学の現象がなぜ起こるのかを説明できる。

• グループ分けを通して、周囲への配慮や誰とでも協働で
きる力を養う。

• 教材との対話を通して、知識を得る方法（学び方）を学ぶ。
• 他者との対話を通して、協働しながら学び、問題を解決

する力を養う。
• グループで出した考えを自分の考えと結びつけ、表現す

る力を養う。
•「単元の核をつかむ問い」や「探究課題」を通して、単

元観を身につけるとともに、その問いから生まれる問い
を自ら創り出す力を養う。

• グループで問題解決に取り組みながら、「授業は間違っ
ても大丈夫な場であり、間違いを振り返りながら学ぶ場」
であることを理解した上で、課題に主体的に挑戦できる
力をつける。

• 振り返り自体が学びであることを前提とし、その振り返
りを活用して授業と授業をつなぎながら、自らの学び方
を深めていく。

• 振り返りを記入する過程で、自分の活動を表現する力を
身につける。

【知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、協働性】
※３、４、６、７時間目も同様。

①前時の振り返りを見返し、本時の目標
を立てる。②トランプを用いて、グルー
プ分けを行う。③グループで「単元の核
をつかむ問い」「探究課題」を解決する。
④解決した内容をグループ間で共有した
り、教師に確認をしたりして、自らの考
えを表現する。⑤ Classi ポートフォリオ
へ振り返りを記入する。
※３、４、６、７時間目も同様。

【主体的な学び】
•Classi ポートフォリオへの振り返りを次

のフレームを準備して行う。①今回の内
容で学んだことは何か。②今回の内容で
分かったことは何か。③分かったことは
どのようにしたら理解できたのか。④今
回の内容で分からなかったことは何か。
⑤分からなかったことはどのようにした
ら理解できたと思うか。⑥今回の内容で
気づいたこと、教訓として残ったこと。

• 次の授業でそのポートフォリオを見返す
時間を設け、その時間の自分自身の目標
を設定することで、主体的に授業へ向か
うことができる。

【深い学び】
• 振り返りを Classi ポートフォリオに書き、

次の授業や単元、家庭学習につなげるこ
とが学びを深めるということを伝え、そ
の振り返りを、教師からのアドバイスや
生徒同士でアドバイスを送り合う相互評
価を通して、少しずつ時間を追うごとに
深められるようにする。

※３、４、６、７時間目も同様。

• ポ ー ト
フ ォ リ
オ評価

• 教 師 評
価

• 相 互 評
価（ 定
期 考 査
の 振 り
返 り 時
に実施）

※３、４、
６、 ７ 時
間 目 も 同
様。

4

５

6

7

＊德田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

生
徒
の
声
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